
高知大学医学部医学科授業科目履修規則 

平成16年４月１日 

規 則 第 2 2 8 号 

最終改正 令和６年２月 26日規則第 52 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、高知大学医学部規則（以下「医学部規則」という。）第７条、第11

条、第12条、第14条、第15条及び第22条の規定に基づき、医学部医学科（以下「医学

科」という。）の教育課程を定めるとともに、医学科における授業科目の履修に関し必

要な事項を定める。 

（教育課程） 

第２条 医学科の教育課程は、別表１のとおりとする。 

（授業科目の種類、履修方法及び卒業要件単位数） 

第３条 授業科目の種類は、履修の方法により、必修科目、選択科目及び自由科目とする。 

２ 必修科目は、原則として、当該授業科目の配当年次で履修するものとする。 

３ 選択科目の履修方法及び卒業の要件としての修得単位数は、別表１のとおりとする。 

４ 臨床実習Ⅰは、公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構が実施する診療参加

型臨床実習前の共用試験（ＣＢＴ及びＯＳＣＥ）に合格しなければ、履修することが

できない。共用試験に関し必要な事項は、別に定める。 

（単位修得の認定） 

第４条 医学部規則第11条及び第12条に規定する授業科目の単位修得の認定は、講義、演

習及び実技については３分の２以上、実験及び実習にあっては５分の４以上の授業に

出席した者について行うことを原則とする。 

（進級及び卒業要件の認定） 

第５条 医学部規則第14条に規定する進級の認定及び医学部規則第15条に規定する卒業要

件の認定は、別表２左欄に掲げる時期に行い、同表中欄に掲げる授業科目の単位を修

得し、試験に合格した者について認定する。同表中欄に掲げる授業科目の単位未修得

者、試験の不合格者については、同表右欄に掲げる措置をとるものとする。 

（単位の算定） 

第６条 科目に対する単位数は次の基準によって計算する。 

(1) 講義、演習及び実技については、30 時間の授業をもって１単位とする。ただし、



大学での学びかた科目、国際コミュニケーション科目、数理・データサイエン

ス・ＡＩ科目、生きる力を育む科目及び視野を広げる科目の講義、演習に関して

は 15 時間（外国語の演習は除く。）の授業をもって１単位とすることができる。 

(2) 実験及び実習については、40時間の授業をもって１単位とする。 

（雑則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、医学科における授業の実施に関し必要な事項は、

別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 平成15年９月30日に国立大学法人法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

（平成15年法律第117号）第２条の規定による廃止前の国立学校設置法の一部を改正す

る法律(平成15年法律第29号)附則第２項の規定により存続することとされていた高知

医科大学に学部の卒業を目的として在学し，引き続きこの規則の施行日に在学する学

生の教育課程の履修については，なお従前の例による。 

３ 編入学等によって前項に規定する学生と同じ学年に入学等を許可された者に係る教育

課程の履修については，当該者と同じ学年の者に係る前項の例により取り扱うものと

する。 

   附 則 

１ この規則は、平成 17 年４月１日から施行する。 

２ 平成 14 年度入学生及び平成 15年度入学生に対するこの規則の適用については、なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。ただし、平成18年度以前入学生に対す

る別表１の適用は、従前の例による。 

   附 則（平成 20 年２月５日規則第 53 号） 

 この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。ただし、平成 19年度以前の入学生に対

する別表１及び別表２の適用については、なお従前の例による。 

   附 則（平成 20 年３月 20 日規則第 63 号） 



この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。ただし、平成 19 年度以前の入学生に

対する別表４の適用については、なお従前の例による。 

   附 則（平成 21 年２月 24 日規則第 58 号） 

 この規則は、平成 21 年４月１日から施行する。ただし、平成 21年度以前の第３年次編

入学生については、改正後のこの規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附 則（平成 22 年３月 19 日規則第 126号） 

１ この規則は、平成 22 年４月１日から施行する。 

２ 平成 21 年度以前の入学生については、改正後のこの規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

附 則（平成 24 年１月 30日規則第 53号） 

この規則は、平成 24 年４月１日から施行する。ただし、平成 23 年度以前の入学生に

ついては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成 26 年１月 27日規則第 68号） 

この規則は、平成 26 年４月１日から施行する。ただし、平成 25 年度以前の入学生に

ついては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成 28 年１月 25日規則第 66号） 

１ この規則は、平成 28 年４月１日から施行する。ただし、平成 27 年度以前の入学生に

ついては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 編入学等によって前項ただし書きに規定する学生と同じ学年に入学等を許可された者

に係る教育課程の履修については、当該者と同じ学年の者に係る前項の例により取り

扱うものとする。 

附 則（平成 30 年 1月 22日規則第 41号） 

１ この規則は、平成 30 年４月１日から施行する。ただし、平成 29 年度以前の入学生に

ついては、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 編入学等によって前項ただし書きに規定する学生と同じ学年に入学等を許可された者

については、当該者と同じ学年の者に係る前項の例により取り扱うものとする。 

附 則（令和５年 10月 25日規則第 36号） 

 この規則は、令和５年 10月 25 日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 

附 則（令和６年２月 26 日規則第 52 号） 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。ただし、令和５年度以前の入学生及び編



入学等によって同学生と同じ学年に入学等を許可された者については、この規則によ

る改正後の高知大学医学部医学科授業科目履修規則の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 



別表１　教育課程表(医学科)(第２条、第３条第３項関係)

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

大学基礎論 大学基礎論 必修 2(30) 　

学問基礎論 学問基礎論 必修 2(30) 　 　

課題探求実践セ
ミナー

課題探求実践セミナー 必修 2(30) 　

大学英語入門 必修 2(30)

英会話Ⅰ 必修 1(30)

英会話Ⅱ 必修 1(30)

国際英語 選択

中国語 選択 1(30)

ドイツ語 選択 1(30)

韓国朝鮮語 選択 1(30)

フランス語 選択 1(30)

情報とデータリテラシー 必修 2(30)

データサイエンス入門 必修 2(30)

生活 選択

スポーツ科学講義 選択 2(30)

スポーツ科学実技 選択 1(30)

キャリア形成 選択

芸術 選択

人文・社会科学
系領域

医療人類学 選択 2(30)

自然科学系領域 選択

複合領域 選択

Ａ 医学概論 必修 2(60)

Ａ 実践医学英語 必修 1（30）

Ａ 国際英語 選必 1（30）

Ａ 研究医学英語 選必 1（30）

Ａ 読解英語 選必 1（30）

Ｂ 数理科学Ⅰ 必修 1（30） 　

Ｂ 数理科学Ⅱ 必修 1（30）

Ｃ 医科物理学Ⅰ 必修 1（30）

Ｃ 医科物理学Ⅱ 必修 1（30）

Ｃ 生命現象化学 必修 1（30）

Ｃ 医科生物科学Ⅰ 必修 1（30） 　

Ｃ 医科生物科学Ⅱ 必修 1（30）

Ｃ 医科生物学実習 必修 1（40） 　

Ｂ EBMⅠ 必修 2（60）

Ｂ EBMⅡ 必修 1（30）

Ａ〜Ｆ 統合医学Ⅰ 必修 2（80）

Ａ〜Ｆ 統合医学Ⅱ 選必 3（120）

Ａ〜Ｆ 統合医学Ⅲ 選必 3（120）

Ａ〜Ｆ 統合医学Ⅳ 選必 3（120）

Ａ 先端医療学コースⅡ 選必 3（120）

Ａ 先端医療学コースⅢ 選必 3（120）

Ａ 先端医療学コースⅣ 選必 3（120）

Ｃ 遺伝子医学 必修 1（30）

Ｃ 遺伝子医学実習 必修 1（40）

Ｃ 細胞分子生物学 必修 1（30）

Ｃ 解剖学Ⅰ 必修 6（240）

Ｃ 解剖学Ⅱ 必修 6（240）
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Ｃ 生化学 必修 2（60）

Ｃ 生化学実習 必修 1（40）

Ｃ、Ｄ 生理学 必修 5（150）

Ｃ、Ｄ 生理学実習 必修 2（80）

Ｃ 微生物学 必修 2（60）

Ｃ 微生物学実習 必修 1（40）

Ｂ 基礎社会医学 必修 1（30）

Ａ 医療倫理Ⅰ 必修 1（30）

Ａ 医療倫理Ⅱ 必修 1（30）

Ｆ 漢方医学 必修 1（30）

Ｃ 病理学 必修 4（120）

Ｃ 病理学実習 必修 1（40）

Ｃ 病理CPC演習 必修 1（30）

Ｃ 寄生虫学 必修 1（30）

Ｃ 免疫学 必修 2（60）

Ｃ 免疫学実習 必修 1（40）

Ｃ 薬理学 必修 3（90）

Ｃ 薬理学実習 必修 1（40）

Ｂ 応用社会医学 必修 1（30）

Ｂ 保健医療制度 必修 1（30）

Ｂ、Ｆ 地域医療学 必修 1（30）

Ｃ、Ｅ、Ｆ 外科学総論 必修 1（30）

Ｃ 臨床遺伝病学総論 必修 1（30）

Ｅ、Ｆ 臨床腫瘍学総論 必修 1（30）

Ｅ 臨床免疫学・アレルギー病学 必修 1（30）

Ｆ 臨床検査医学 必修 1（30）

Ｆ 画像診断学基礎論 必修 1（30）

Ｃ、Ｆ 放射線医学 必修 1（30）

Ｂ 社会医学演習 必修 2（60）

Ｅ 中毒学 必修 1（30）

Ｅ 法医学 必修 1（30）

Ｅ 法医学実習 必修 1（40）

Ｄ 乳腺 必修 1（30）

Ｄ 血液病学 必修 1（30）

Ｄ 呼吸器病学(内科学・外科学) 必修 2（60）

Ｆ 移植医学と輸血 必修 1（30）

Ｄ、Ｅ 神経病学 必修 1（30）

Ｄ、Ｅ 老年病学 必修 1（30）

Ｄ、Ｆ 循環器病学(内科学・外科学) 必修 2（60）

Ｄ、Ｆ 消化器病学(内科学・外科学) 必修 2（60）

Ｄ 腎臓病学 必修 1（30）

Ｄ 内分泌・代謝学 必修 1（30）

Ｅ 小児科学 必修 1（30）

Ｄ 脳神経外科学 必修 1（30）

Ｄ 皮膚科学 必修 1（30）

Ｄ、Ｆ 整形外科学・リハビリテーション医学 必修 1（30）

Ｄ 泌尿器科学 必修 1（30）

Ｄ 産科・婦人科学 必修 1（30）

Ｄ 眼科学 必修 1（30）

Ｄ 耳鼻咽喉科学 必修 1（30）

Ｄ 歯科口腔外科学 必修 1（30）

Ｄ 神経精神科学 必修 1（30）

Ｅ 臨床感染症学 必修 1（30）

Ａ 医療安全学 必修 1（30）
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Ｂ、Ｆ 救急医学総論 必修 1（30）

Ｆ 麻酔科学 必修 1（30）

Ｆ 臨床薬理学 必修 1（30）

Ｆ 臨床症候学Ⅰ 必修 1（30）

Ｆ 臨床症候学Ⅱ 必修 2（60）

Ｆ 臨床推論学 必修 2（60）

Ｆ 基本的診療技能 必修 2（60）

Ｆ 基本的診療技能実習 必修 3（120）

Ａ 医療コミュニケーション学 必修 1（30）

Ｇ EME初期臨床医学体験 必修 1（40） 　

Ｇ 臨床体験実習Ⅰ 必修 2（80）

Ｇ 臨床体験実習Ⅱ 必修 2（80）

Ｇ 臨床体験実習Ⅲ 必修 2（80）

Ｇ 臨床体験実習Ⅳ 必修 2（80）

Ｇ 臨床実習Ⅰ 必修 44（1760）

Ｇ 臨床実習Ⅱ 必修 16（640）

Ａ〜Ｆ 統合医学総論 自由 3（90）

Ａ Research CourseⅠ～Ⅴ 自由
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【※1】

キャンパス以外で開講する授業科目を履修して単位を修得した場合も選択科目として卒業要件単位と

【※2】 選択必修科目から1単位以上修得すること。

【※3】 選択必修科目から9単位修得すること。この場合においては、原則として「統合医学Ⅱ～Ⅳ」又は

「先端医療学コースⅡ～Ⅳ」のいずれかの組合せを選択し履修すること。

【コア項目名称】

Ａ： 基本事項

Ｂ： 医学・医療と社会

Ｃ： 医学一般

Ｄ： 人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療

Ｅ： 全身におよぶ生理的変化、病態、診断、治療

Ｆ： 診療の基本

Ｇ： 臨床実習

【修得区分】

　必修：必修科目、　選必：選択必修科目、　選択：選択科目、　自由：自由科目

｢スポーツ科学実技｣については合わせて４単位を卒業要件単位に組み入れることができる上限とする。

授業科目欄に科目名称を掲げた科目は岡豊キャンパスで開講する授業科目を示したものであり、岡豊

することができる。

国際コミュニケーション科目のうち国際英語及び初修外国語・日本語、生きる力を育む科目並びに

視野を広げる科目は、３細目区分以上から16単位以上修得すること。なお、｢スポーツ科学講義｣及び

卒業要件単位数計

5(150)
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別表２　進級及び卒業要件の認定(医学科)(第５条関係)

時期 対象となる授業科目等 単位未修得者等に対する措置

１年次末
１年次末までに履修が完了する
必修科目

２年次末
２年次末までに履修が完了する
必修科目及び選択科目

３年次末
３年次末までに履修が完了する
必修科目及び選択科目

４年次末

・４年次末までに履修が完了する
　全科目
・公益社団法人医療系大学間共用
　試験実施評価機構が実施する診
　療参加型臨床実習前の共用試験
　（ＣＢＴ及びＯＳＣＥ）

・対象となる授業科目が未修得の場合、
　留年させ、未修得科目を再履修させる。
・診療参加型臨床実習前の共用試験
　（ＣＢＴ及びＯＳＣＥ）について不合
　格になった場合は、留年させ、再受験
　させる。

６年次末
（卒業要件の認定）

・６年次末までに履修が完了する
　全科目
・臨床実習後ＯＳＣＥ
・卒業試験

・対象となる授業科目が未修得の場合、
　留年させ、未修得科目を再履修させる
　とともに、臨床実習後ＯＳＣＥ及び卒
　業試験を受験させる。
・臨床実習後ＯＳＣＥ及び卒業試験にお
　いて、いずれか一方でも不合格になっ
　た場合は、留年させ、両方を再受験さ
　せる。

対象となる授業科目が未修得の場合、当該
年次に留年させ、未修得科目を再履修させ
る。選択科目については一部を除き、３年
次末までに修得しなければならない。


